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Ｑ
　
公
職
選
挙
法
改
正
に
伴
い
、
有
権
者

の
年
齢
が
18
歳
と
な
る
が
、
町
と
し
て
新

た
な
有
権
者
と
な
る
若
者
へ
の
制
度
の
理

解
や
意
識
高
揚
の
た
め
の
方
策
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
国
、
道
は
高
校
生
を
対
象
に
、
啓
発
教

材
の
配
布
や
講
義
を
実
施
す
る
予
定
。
町

と
し
て
は
、
広
報
等
で
若
い
世
代
へ
の
啓

発
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ
　
来
年
、
７
月
に
参
議
院
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
が

３
月
末
か
ら
４
月
と
な
り
、
転
入
、
転
出

時
に
重
な
り
複
雑
と
な
る
の
で
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
に
つ
い
て
も
広

報
等
を
通
じ
て
、
選
挙
権
を
行
使
で
き
る

よ
う
周
知
し
て
い
く
。

Ｑ
　
小
中
学
生
へ
の
啓
発
活
動
を
し
て
い

る
市
町
村
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
教
育
委
員
会
と
協
議
し
な
が
ら
、
中
学

生
に
対
す
る
教
育
を
考
え
た
い
。

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
へ

の
対
応
は

Ｑ
　
介
護
認
定
者
が
増
加
し
て
い
る
が
、

﹁
介
護
予
防
事
業
﹂の
取
り
組
み
状
況
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
昨
年
度
末
、

１
２
４
４
人
で
２
１
８
名
が
認
定
を
う
け

て
い
る
。
介
護
予
防
の
必
要
な
高
齢
者
を

把
握
す
る
た
め
、
生
涯
教
室
等
で
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
実
施
し
、
予
防
が

必
要
な
方
を
対
象
に
「
転
倒
予
防
教
室
」

「
脳
い
き
い
き
教
室
」「
元
気
か
み
た
べ
教

室
」
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
、
生
活
機
能

の
維
持
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は

20
人
参
加
。

Ｑ
　
高
齢
者
の
人
数
に
比
べ
、
予
防
教
室

参
加
者
が
少
な
い
の
で
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

介
護
制
度
改
正
に
対
す
る

対
応
は

　
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
い
た
だ
く
よ
う

努
力
し
て
い
る
。
併
せ
て
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
委
託
事
業
の
「
い
き
が
い
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
」「
い
き
い
き
健
康
教
室
」
な

ど
の
事
業
に
よ
り
、
高
齢
者
が
明
る
く
健

康
に
生
活
で
き
、
要
介
護
・
要
支
援
へ
の

進
行
が
抑
制
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
努
め

て
い
く
。

Ｑ
　
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
要
支
援
者
へ

の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
や
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
利
用

が
保
険
給
付
か
ら
外
さ
れ
、
市
町
村
の
総

合
事
業
へ
移
管
さ
れ
る
が
、
町
と
し
て
ど

う
対
応
す
る
の
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
本
町
は
、
移
管
の
時
期
を
平
成
29
年
４

月
と
考
え
て
お
り
、
各
事
業
所
と
協
議
を

進
め
て
い
る
。
総
合
事
業
に
移
管
し
て
も

従
前
ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
配
慮
し
て
い
く
。
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
事
業
所
と
協
議
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
た

い
。

Ｑ
　
国
は
移
管
の
時
期
に
猶
予
期
間
を
設

け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
事
業
者
の
確
保
が

困
難
だ
か
ら
で
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
移
管
は
国
の
施
策
だ

が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
町
が
責
任
を
持
っ

て
福
祉
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
、
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

Ｑ
　
特
養
へ
の
入
所
が
﹁
要
介
護
３
﹂
以

上
に
な
り
、
要
介
護
１
、
２
で
行
く
当
て

の
な
い
介
護
難
民
が
予
想
さ
れ
る
。
入
所

希
望
者
へ
の
実
態
に
即
し
た
対
応
が
求
め

ら
れ
る
と
思
う
が
、
町
と
し
て
ど
う
対
応

す
る
の
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
要
介
護
１
、
２
の
方
で
も
、
事
情
が
あ

り
、
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
場
合
は
、

市
町
村
の
適
切
な
関
与
の
も
と
に
、
特
例

的
に
入
所
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
入
所
は

施
設
の
「
検
討
委
員
会
」
で
判
断
す
る
が
、

町
の
意
見
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
介
護
の

必
要
性
、
家
族
の
状
況
か
ら
保
健
師
等
が

情
報
を
収
集
し
、
よ
り
適
切
・
公
平
な
意

見
を
付
し
て
入
所
決
定
さ
れ
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

Ｑ
　
介
護
の
た
め
の
退
職
者
、
介
護
疲
れ

に
よ
る
悲
惨
な
状
況
を
作
ら
な
い
よ
う
な

対
策
が
必
要
な
の
で
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
介
護
度
が
低
く
て
も
い
ろ
い
ろ
な
事
情

が
あ
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
入
所
で
き

る
よ
う
、特
別
枠
の
中
で
努
力
し
て
い
く
。

岩
井
　
　
明
　
議
員 

Ｑ
　
民
間
ア
パ
ー
ト
が
建
築
さ
れ
た
が
満

室
状
態
。
若
者
定
住
施
策
の
観
点
か
ら
も

住
宅
の
確
保
は
必
要
。
民
有
地
を
買
収
し

て
住
宅
環
境
を
整
備
し
て
は
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
若
者
の
移
住
・
定
住
に
は
住
宅
環
境
整

備
は
、
最
も
重
要
課
題
。
こ
れ
ら
を
解
消

す
る
た
め
に
、「
住
宅
取
得
補
助
金
」「
民

間
賃
貸
住
宅
の
建
設
補
助
」「
民
間
賃
貸

住
宅
家
賃
補
助
」
等
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
豊
頃
南
町
の
分
譲
地
は
完
売

し
て
い
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
、
民
有
地

の
利
用
も
検
討
し
て
い
く
。

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
で
の

豊
頃
町
児
童
生
徒
の
結
果
は

Ｑ
　
今
年
４
月
に
小
学
校
６
年
生
と
中
学

校
３
年
生
を
対
象
と
し
て
﹁
全
国
学
力
テ

ス
ト
﹂
が
実
施
さ
れ
た
が
、
豊
頃
町
の
水

準
は
？

Ａ
　
菅
原
教
育
長

　
今
回
の
結
果
は
、
当
該
町
分
の
み
送
付

さ
れ
て
お
り
、
十
勝
管
内
で
の
状
況
は
、

道
教
育
委
員
会
が
別
に
公
表
す
る
と
思
わ

れ
る
。
学
習
、
生
活
習
慣
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
町
教
育
研
究
所
で
分
析
を
行
い
、

12
月
広
報
に
て
公
表
予
定
。
昨
年
の
結
果

Ｑ
　
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
で
は
道
産
食

材
の
利
用
割
合
を
40
％
か
ら
目
標
値
70
％

に
と
な
っ
て
い
る
が
現
状
は
？

Ａ
　
菅
原
教
育
長

　
食
材
の
安
全
・
安
心
を
重
点
的
に
進
め

て
お
り
、
現
在
は
道
産
食
材
が
86
％
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
地
元
産
食
材
に
は
限
り
が
あ
る
が
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、
種
類
が

多
く
、
色
も
肉
質
も
違
う
。
カ
ラ
フ
ル
な

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
食
育
に
活
用
し
て
は
？

Ａ
　
菅
原
教
育
長

　
食
材
を
豊
頃
産
で
ま
か
な
う
の
は
理
想

だ
が
、
現
実
的
に
は
大
き
な
割
合
に
な
っ

て
い
な
い
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
の
地
場
産
の

活
用
は
、
十
分
検
討
し
た
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
不
能

時
の
対
応
は

学
校
給
食
の
地
場
産
品
の

割
合
は
？

Ｑ
　
町
内
に
、
長
期
間
手
付
か
ず
の
民
有

地
が
あ
り
、
火
災
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
町

と
し
て
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
指
導
で
き

な
い
か
？

Ａ
　
宮
口
町
長

　
空
き
地
所
有
者
に
は
、
毎
年
固
定
資
産

税
通
知
書
に
、
適
正
に
管
理
す
る
旨
の
文

書
を
同
封
し
て
指
導
し
て
い
る
。
住
宅
地

に
隣
接
し
て
い
る
空
き
地
は
住
民
の
生
活

環
境
に
も
影
響
が
あ
る
の
で
、
不
良
状
態

の
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
指
導
を
し
て
い
く
。

Ｑ
　
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
調
理
に

問
題
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
？

Ａ
　
菅
原
教
育
長

　
緊
急
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
し

て
い
な
い
が
、
道
教
育
委
員
会
が
、
危
機

管
理
の
指
針
と
し
て
示
し
て
い
る
手
引
き

に
沿
っ
て
、
豊
頃
町
の
実
情
に
応
じ
て
対

応
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

は
、
小
学
生
は
全
国
、
全
道
の
平
均
を
や

や
下
回
る
結
果
。
中
学
生
は
平
均
と
ほ
ぼ

同
様
。
自
尊
心
・
夢
・
目
標
を
持
つ
こ
と

が
高
い
数
値
を
示
し
た
。
今
年
度
の
教
科

に
関
す
る
正
答
率
は
、
小
学
校
、
中
学
校

共
に
全
て
に
お
い
て
、
全
国
、
全
道
の
平

均
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
。

Ｑ
　
都
道
府
県
別
の
公
表
で
、
毎
年
上
位

に
ラ
ン
キ
ン
グ
し
て
い
る
県
が
あ
る
が
、

北
海
道
と
は
基
本
的
に
何
が
違
う
の
か
？

Ａ
　
菅
原
教
育
長

　
今
、
北
海
道
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
家

庭
学
習
や
学
習
規
律
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
活
動
」
を
、
秋
田
県
、
北
陸
３
県
は
、

20
年
前
か
ら
始
め
、
結
果
と
し
て
、
主
体

的
な
学
習
態
度
が
身
に
付
い
た
と
聞
い
て

い
る
。

Ｑ
　
帯
広
市
で
、
炊
飯
ラ
イ
ン
に
不
具
合

が
あ
っ
た
と
き
に
防
災
備
蓄
品
で
対
応
し

た
と
報
道
が
あ
っ
た
が
、
豊
頃
町
の
対
応

は
？

Ａ
　
菅
原
教
育
長

　
代
替
食
品
の
用
意
は
し
て
い
な
い
が
、

米
は
１
ヶ
月
分
購
入
し
て
い
る
の
で
、
翌

日
の
食
材
を
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

災
害
時
の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
た
い
。

民
有
地
の
管
理
指
導
と

活
用
は

相
澤
　
昌
幸
　
議
員 

小
笠
原
茂
人
　
議
員 
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